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『起業家のように企業で働く』

小杉俊哉著
（クロスメディア・パブリッシング
1380円）

企
業
で
働醐■＝
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書は、仕事を
彙しんでいますか7

刑士事でいちばん大切な
人を好きになる力』

岩瀬大輔著
（講談社1300円）

『銀行員だけが知っている
お金を増やすしくみ』

長岐隆弘著
（集英社1200円）

週刊ダイヤモンド2014／05／24116

『現代日本人の中国像
日中国交正常化から
天安門事件・天皇訪
中まで』

馬場公彦著
（新曜社　4200円）

日本人の中国観について描いた優れた研究書だ。

時代は、1970年代初頭の日中国交正常化から92

年の天皇訪中までに限定されているが、現在、日中

外交の懸案となっている問題が網羅的に含まれてい

る。中国のみならず、モンゴル、台湾にも考察の対

象が及んでいる点も本書の特徴だ。

〈モンゴルの対中国恐怖感には、日本が伝統的に中

国に対して負っていた中華文明に対する恩恵の裏側

に貼りついた対中国脅威意識と通じ合う感情的一体

感があることを指摘しておきたい。「満州国」前後の

時代に、一部の現地の日本人が「汎モンゴリズム」

の夢にうなされ、モンゴル・ナショナリズムや南北

モンゴJL掛一国家といった運動を煽ったことで、今

なお⊥部の日本人にはそのような運動に対する希望

的幻想を抱きがちである。〉という指摘が興味深い。

安倍政権は、モンゴルを通じて対北朝鮮外交の突

破口を開こうとしているが、これも対中国脅威論に

つながる動きだ。
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良
質
な
啓
蒙
書
に
は
、
や
さ
し

い
言
葉
で
深
い
教
訓
を
与
え

て
く
れ
る
と
い
う
共
通
項
が

あ
り
ま
す
。
今
月
は
、
そ
ん
な
3
冊
が

そ
ろ
い
ま
し
た
。

ア
ッ
プ
ル
の
人
事
総
務
本
部
長
を
務

め
た
後
、
慶
應
義
塾
大
学
の
先
生
に
し

て
自
ら
も
会
社
を
経
営
す
る
著
者
の

『
起
業
家
の
よ
う
に
企
業
で
働
く
』
は
、

会
社
内
起
業
の
勧
め
で
す
。
独
立
を
夢

見
て
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

著
者
は
会
社
の
リ
ソ
ー
ス
を
自
分
の
夢

の
た
め
に
使
う
こ
と
が
、
個
人
起
業
の

限
界
を
超
え
、
充
実
し
た
働
き
方
を
も

た
ら
す
と
言
い
ま
す
。
そ
の
た
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何
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な
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。
一
つ
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ド
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、
分
か
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す
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実
践
的
で
、
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。
毎
日
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る
の
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。
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実
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ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
す
岩
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輔

さ
ん
の
　
『
仕
事
で
い
ち
ば
ん
大
切
な

人
を
好
き
に
な
る
力
』
に
は
、
人
脈
、

し
か
も
良
質
な
人
脈
が
、
い
か
に
ビ
ジ

ネ
ス
の
種
に
な
り
、
人
生
と
仕
事
の
幅

を
広
げ
て
く
れ
る
の
か
を
実
感
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
や
人
脈
の
ま
ば
ゆ

翻
劃
郡
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計

さ
故
に
、
「
私
に
も
で
き
る
だ
ろ
う
か
」

と
尻
込
み
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
な
お
、
「
こ
う
し
た
考
え
方
は
す
て

き
だ
な
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
天
こ

盛
り
で
す
。

「

『
銀
行
員
だ
け
が
知
っ
て
い
る
お
金
を
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し
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み
』
は
、
〝
自
分
の
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め

の
財
務
″
の
入
門
書
。
収
入
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1
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を

貯
金
し
よ
う
、
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シ
ョ
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口
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活

用
し
よ
う
、
不
動
産
投
資
は
若
い
こ
ろ

か
ら
考
え
よ
う
等
々
、
大
切
だ
け
ど
誰

も
知
ら
な
い
お
金
の
増
や
し
方
を
説
き

ま
す
。
実
は
、
著
者
の
一
連
の
著
作
は
、

決
し
て
欠
品
に
で
き
な
い
棚
回
転
の
速

い
も
の
ば
か
り
で
、
本
書
も
、
「
さ
す

が
」
で
す
。
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